
RaySheet Version 9 新機能概要



はじめに

• 本資料はRaySheet Version 9（2020年6月24日リリース）の
新機能の概要を説明するものです。



01 様々な画面レイアウトで利用可能

02 ビューのデザイン画面を使いやすいUIに刷新

03 コピー＆ペーストの操作性改善

04 コンソールで関連情報をタブに表示

05 カスタマイズ機能の強化
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様々な画面レイアウトで
利用可能

01

1画面に複数のRaySheetを
配置した画面レイアウトを
簡単に作成できます。



拡張利用
新機能：様々な画面レイアウトで利用可能

タブに追加すれば、よく使うビューに
簡単にアクセスできる

RaySheetPage Designer

RaySheetPage

RaySheetPage Designerで作成した
ページは様々な場面で利用可能

Salesforceのタブに追加

Lightningページに埋め込み

Lightningアプリケーションビルダーで
以下にRaySheetPageを配置できる
①ホームページ
②レコードページ
③アプリケーションページ

専用デザイナにより18種類の画面レイアウトを誰でもカンタンに設定可能

•レイアウトの設定画面を提供
• 18種類の画面レイアウトから選択可能
•ビュー間の親子関係の設定が可能



ビューのデザイン画面を
使いやすいUIに刷新

02

デザイン画面を
Lightning Experience
レポートビルダーのような
UIに刷新しました。



改善項目：ビューのデザイン画面を使いやすいUIに刷新

• よく使う設定項目を左側エリア「基本デザイン」に集約

• Lightning ExperienceレポートビルダーのようなUIで列項目の追加／移動が可能

ビューのデザイン画面を使いやすいUIに刷新

基本利用

拡張利用

高度なデザイン
検索パネル、作業ウィンドウなど
一旦設定すれば、あまり変更しな
い項目は右パネルに集約

デザイン画面
ドラッグ＆ドロップで
列の追加や移動が可能

基本デザイン
列、並び替え、フィルター、
関連オブジェクトなど変更頻度の
高い項目を左パネルに集約

ビュー画面
ドラッグ＆ドロップで
列の移動が可能



コピー＆ペーストの操作性改善

03

データの貼り付け先に読み取
り専用や親オブジェクトの項
目が含まれていてもコピー&
ペーストの操作ができるよう
になりました。



改善項目：コピー＆ペーストの操作性改善

RaySheetにデータを貼り付ける動作を改善

基本利用

拡張利用

コピーしたデータを
新規行に貼り付

複数行のデータをコピーした場合は
コピーしたデータの行数にあわせて
新規行を自動追加

読み取り専用項目が
含まれていても貼り付け可能
※ 読み取り専用項目は未入力になります

親オブジェクトの項目が
含まれていても貼り付け可能



コンソールで関連情報を
タブに表示

04

Salesforceコンソール上で
RaySheetからリンクを開く
とコンソールタブが開くので
関連情報をすばやく確認でき
ます。



改善項目：コンソールで関連情報をタブに表示

RaySheetでルックアップやリンクの項目をクリックするとコンソールのタブとして表示

• コンソールの機能ですばやく複数のレコードを確認することが可能

コンソールで利用することで関連情報を
タブでシームレスに参照することが可能(※)

基本利用

拡張利用

Classic/Lightning Experienceの
どちらのコンソールもサポート

※レコードページ上のRaySheetからコンソールのサブタブを表示するのは「どこでもView」使用時です。
RaySheetPageを使用している場合はブラウザタブが開きます。



カスタマイズ機能の強化

05

どこでもViewの機能を強化
しました。本バージョンでは
初期描画速度の改善と
JavaScriptインターフェース
を追加しました。



改善項目：どこでもViewの初期描画速度の改善

RaySheet 9

RaySheet 8.2以前

RaySheetの
描画処理時間を短縮

3画面構成のどこでもViewの場合に描画時間を

約15%短縮して表示可能

※弊社の検証結果によるものです。

注意点
• 1画面に埋め込んだRaySheetの数が多いほど描画速度の改善率が高くなります。

アプリケーション
起動

Salesforce
初期表示処理

RaySheet
初期描画処理

描画
完了

拡張利用

Visualforceページに埋め込んだRaySheet(どこでもView)の初期表示時の描画速度を改善



新機能：どこでもViewのJavaScriptインターフェースの追加

どこでもViewで次のJavaScript APIが利用可能

拡張利用

① 選択したレコードのIDを取得

② RaySheetのレコードの再読み込み

業務画面

② RaySheetのレコードの再読み込み
RaySheet以外の画面でレコードを更新した場合など
任意のタイミングでRaySheetに最新データを
読み込ませることが可能

独自カスタマイズなどで
選択レコードのデータ更新
などを実施

選択したレコードID

0032v00003NOZaMAAX,
0032v00003NOZaOAAX,
0032v00003NOZaRAAX,
0032v00003NOZaTAAX

① 選択したレコードのIDを取得
別画面に選択したレコードのIDを渡して
対象レコードに対して独自処理を実装するが可能

RaySheet
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